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１ はじめに 

本企画では、3.11 東日本大震災を踏まえ、安

全安心（防災）や持続可能社会構築を基調にし

たエネルギー教育の学習プログラムを開発す

る。それを用い、①小中高校への出前授業、②

科学館や公民館でのサイエンス教室や工作教

室、③教員やサイエンス・インタープリター向

けの研修会を実施した。３つの活動の想定科学

レベルと対象とする年齢層を図１に示す。本企

画の特徴は，従来のエネルギー教育が温暖化な

ど地球環境との関わりが中心だったのに対し、

リスクスキルや放射線、スマートグリッドな

ど、震災を踏まえた持続社会構築のための人材

育成を指向している点になる。活動は、未就学

児童から小中高校の児童・生徒、その保護者、

大学生など幅広い年代を対象とし、県内の教育

機関、持続社会実現を目指す NPO 団体など、

幅広い連携を通じて実施した。 

２ 小中高校への出前授業 

本本企画では、①小・中学校での出前授業、

②SSH 校、理数科、理系志望の高校での出前授

業にわけて、エネルギー環境を教材としてポス

ト 3.11 を意識した学習プログラムの策定と、そ

の教育プログラムを体験的に学習できる体験

型教材を開発して、それを持って学校へ出向

き、授業を実施した。一例として、SSH 校の課

題研究実施前に行う研究リテラシー入門書と

して編纂した指導書の一部を図２に示す。本授

業では、付与する「確かな科学技術リテラシー」

として、企画構築力と実験実施および解析力の

左写真：静電気・エネルギー・かみなり・気

象をテーマにしたサイエンスショーの様子。

「お天気フェア盛岡 2018」（主催：盛岡地方

気象台、場所：盛岡地方気象台、2018.7.28） 

＃当日のニュース番組で放映されました。 

図１ 活動とその科学レベルと想定する年齢層 
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図２ SSH 研究リテラシー講座テキストの例 

 



 

 

２点に絞り、前者では、情報共有、コミュニケーショ

ン、企画、研究計画などをキーワードに、マッピング

とフレームワークへの落とし込みなどを実習形式で、

１校時を使って実施した。実習に先立ち、文理選択の

意義、工農医薬などの実学系学問と理学などとのミッ

ションの違い、研究とはなにかを実例を挙げて説明し

た。一例として図３に岩手県立盛岡第三高等学校で第

一学年全校生徒 280 名を対象に行った授業の様子を、

図４に矢巾東小学校６年生への授業の様子を示す。盛

岡三高の授業では、グループで話し合った結果は、未

来絵などにまとめてもらい、数点は他の生徒の前で発

表してもらうなどして、情報の共有化を行った。 
また実験実施及び解析では、太陽電池の受光面積と

起電力の関係を測定して、グラフに描かせた。実験は、

同条件で３回行い、同条件のデータの統計的な処理な

どについても考えさせた。加えて、実験に必要な作業分

担を行うなどの手順も学ばせた。データを平均する際

は、有効ケタにも配慮させることで、精度に関するイメ

ージもつけられるように工夫した。グラフを作成する

際は、直線とするか、曲線とするかの選択基準、また線

を引く場合の基本的な考え方（最小二乗法）についても

教授した。今年度の出前授業の実績を以下にまとめる。 

【小中高校への出前授業】 
1. 岩手県立黒沢尻工業高校；講演「自分たちの技術・知識を地域で活かす」（２年 40 名），2018.4.19 
2. 宮城県立多賀城高校；キャリア講演会（２年 143 名），2018.4.22 
3. 岩手県立盛岡第一高校；高大連携講座（２年 38 名），2018.4.25 
4. 青森県立三本木高校；１年生大学連携セミナー（１年 80 名），2018.6.7 
5. 青森県立弘前南高校；２年生南陵ラボⅡ（２年 40 名），2018.6.13 
6. 秋田県立秋田中央高校；躍進Ⅰ第２回サイエンス基礎講座（１年 210 名），2018.7.12 
7. いわき市立中央台東小学校（福島県いわき市）；「電気エネルギーとその利用」（６年 78 名，５年 76 名），

2018.7.19 
8. 宮城県立多賀城高校；アカデミックインターシップ（２年 13 名），2018.8.7 
9. 盛岡中央高校；総合的な学習の時間「サイエンスリテラシー入門講座」（２学年 102 名），2018.9.22 
10. 岩手県立盛岡第三高校；科学的思考力養成講座「科学と人間生活」（１学年 287 名），2018.10.1 
11. 岩手県立大野高校；里山づくり講演会（全校生徒１05 名），2018.10.3 
12. 矢巾東小学校（盛岡市矢巾）；６年総合学習「発電体験と新エネルギー」（96 名），2018.12.19 
13. 岩手県立盛岡第三高校；研究リテラシー入門講座（１年 44 名），2019.2.13 
14. 岩手県立花北青雲高校；総合学習「先端研究とエネルギー環境」（情報工学科２年 41 名），2019.2.14 

３ 科学館・公民館でのサイエンス教室 

本本企画では、①盛岡市こども科学館での科学教室の開催、②盛岡市や北上市の公民館などの施

設での科学教室の開催にわけて、エネルギー環境を教材とした啓蒙、普及、人材育成の観点から、

ポスト 3.11 を意識したサイエンス教室、工作教室などを開催した。イベントの例を図５、図６に示

す。また活動期間に開催したイベントを以下に記す。 

【盛岡市こども科学館での科学教室】 
1. 科学技術週間関連スペシャル実験教室「カミナリ実験」，約 180 人，2018.4.22 
2. 夏休み SPECIAL! 「振動おもちゃを作ろう！」，48 名，2018.8.11 
3. 夏休み SPECIAL! 「ソーラーランタンを作ろう！」，72 名，2018.8.12 
4. 夏休み SPECIAL! 「空き箱分光器を作ろう！」，52 名，2018.8.13 
5. 日曜サイエンス「カミナリを見よう！200 分の１スケールで実験」，約 130 名，2018.11.18 

 

図４ 矢巾東小学校での授業（総合学習「電気

を賢くつくろう！利用しよう！」（1-4 校時；

8:45-12:10）6 年 96 名；2018.12.19） 

図３ 授業の様子（盛岡第三高校；2018.10.1）



 

 

【盛岡市や北上市などの施設での科学教室】 
1. きたかみこども環境未来塾「エネルギー体験とソ

ーラーランタン工作」（主催：北上市生活環境

部），児童 42 名，北上市生涯学習センター，
2018.7.22 

2. お天気フェア盛岡 2018「カミナリ実験」，約 500
人，盛岡地方気象台，2018.7.28 

3. 第 45 回ひらいずみ芸術文化祭；サイエンスショー

と親子工作教室，平泉小学校，親子 22 組，
2018.11.3 

4. いわて温暖化防止フェア in 北上（主催：温暖化

防止いわて県民会議），江釣子ショッピングセンタ

ーPAL，約 20 名，2018.11.4 
5. きいぱす 2018 サイエンスクリスマスキャンプ（主

催：美浜町），生徒・児童 10 名，美浜町エネルギ

ー環境体験館きいぱす，2018.12.22-23 
6. 彦部・星山地区教育振興運動実践協議会「星山

こどもクラブ；親子サイエンス教室」（主催：紫波町

教育委員会），35 名，樋ノ口公民館，2019.1.7 

【講習会・招待講演】 
1. 国際研修「エネルギーと持続可能な社会」（主

催：国際交流センター）， 8 名，2018.6.21 
2. きいぱすカフェ 2018（主催：美浜町），学生・生

徒 65 名（大学 20 名、高校 44 名、中学１名），美

浜 町 エ ネ ル ギ ー 環 境 体 験 館 き い ぱ す ，
2018.7.15 

3. 情 報 機 構 セ ミ ナ ー （ 主 催 ： 情 報 機 構 ） ，

AC180902，11 名，大井町 きゅりあん，東京，
2018.9.12 

4. 特別講演（大学院生約２０名），台湾国立屏東科学技術大学， Pingtung, Taiwan, 2018.12.15 
5. 住建会講演会（主催：東北住建），約 40 名，盛岡地域交流センター マリオス，盛岡，2019.3.8 

４ 広報活動および普及について 

本活動は，新聞やテレビなどのメディアでも多く取り上げられた。掲載一覧を以下に示す。 

【新聞への掲載・テレビ番組での放映】 
1. 福島民報，9 面（いわき・相馬）「エネルギー問題学ぶ；中央台東小 専門家招き教室」，2018.7.22 
2. 福島民友「エネルギーと環境、講義や体験で学ぶ；中央台東小」，2018.7.25 
3. 岩手日日，1 面「目輝かせ、科学実験；ソーラーランタン作りも」，2018.7.23 
4. テレビ岩手「ニュースプラス１いわて」，18:15-18:54「盛岡地方気象台 一般公開」，2018.7.28 
5. IBC 岩手放送「ニュースエコー」，18:15-18:55「気象台を公開 お天気フェア／岩手･盛岡市」，2018.7.28 
6. 岩手日報，21 面（地域；盛岡県北）「お天気実験楽しく；気象台でイベント」，2018.7.29 
7. 日本経済新聞，27 面（地域；北関東）「燃料電池車上で水素生成；ビル管理の大高商事；岩手大と；プラ

ズマ使い安全性向上」，2018.8.17 
8. NHK 総合テレビ「あさイチ」，8:15～9:54「きょうでサヨナラ“静電気”」，2018.12.17 
9. 岩手日日，14 面（社会）「節電の重要性実感；環境未来塾 親子が実験、工作」，2019.1.16 
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図６ 第 45 回ひらいずみ芸術文化祭で実施した親

子サイエンス教室の様子（2018.1.10） 

 

図５ 盛岡市こども科学館「夏休み SPECIAL! ；ソ

ーラーランタンを作ろう！」（2018.8.12） 


